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　今Pittsburghでこの報告書を書いているのですが，すでに交換留学が終了して3週間が経とうとしています．交換留学が終わったのに，日本に帰らずアメリカで何をしているかというと，CaliforniaでのRoad tripではなく，“インターンシップ”をしています．ただ，インターンシップとは言っても日本でのプレ就活のようなインターンシップではなく，Carnegie Mellon UniversityというPitt(University of Pittsburghの愛称)の近くにある大学におられる日本人の教授のもとで研究のお手伝いをさせていただくというものです．CMU(Carnegie Mellon Universityの愛称)はComputer Science部門でアメリカでも有数の大学であり，設備・キャンパスもおしゃれで綺麗です．この機会を存分に生かし，興味のある自然言語処理についての知識や研究方法などをしっかり学びたいと思います．
　将来大学院留学するためのきっかけを掴みたくて，今回の交換留学に応募させていただいたのですが，アメリカに来て知り合った方々にたくさん背中を押していただくことがなければ，研究のお手伝いのような大学院留学への第一歩を踏み出すことはできませんでした．また，交換留学に選んでいただきチャンスを与えてくださった国際交流課をはじめとする神戸大学の職員の方々，そして今回の交換留学を全面的に応援・支援してくれた両親など，たくさんの方々の支えなしに，このような貴重な経験をすることができなかったので，感謝の気持ちで一杯です．ありがとうございます．今回の交換留学で得た経験を生かし，目標である大学院留学へ向けてまずはアメリカで，そして日本でも研究活動・英語能力のさらなる向上に邁進していきたいと思います．
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